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日本に現存する漢籍古写本の特質  

 

佐藤  道生  

 

日本は古来、中国文化の影響下にあり、近代に至るまで絶えずこれを積極的に

受容してきた。その方法とは中国伝来の漢籍を学習することである。それゆえ日

本には中国から直接に、或いは朝鮮半島を経由して多くの漢籍の写本・刊本がも

たらされ、国内に於いてもその書写・刊行が盛んに行われた。これら日本国内に

在って日本人の利用した漢籍を総称して「日本漢籍」と呼んでいる。  

日本漢籍には、①佚存書の多いこと、②唐代（或いはそれ以前）の本文を伝え

る写本が多く現存していること、③日本人がこれを学習した痕跡が見出されるこ

と等の際だった特質がある。今回のシンポジウムでは第二の特質が議論の中心に

なると思われるので、その点をもう少し詳しく説明しよう。  

中国では宋代を境として書籍の形態が写本から刊本へと移行したが、変化した

のは形ばかりでなく、本文も改変されることがあった。つまり同じ書籍であって

も、唐代の写本と宋代以降の刊本とでは、その本文が大きく異なるのである。し

かも中国では、ある書籍がいったん出版されると、その刊本が権威化して、それ

以前に流通していた写本を駆逐するという現象が見られる。そのために中国には

唐以前の写本が殆ど残っていないのである。一方、日本では遣唐使や貿易などを

通じて将来された唐鈔本が国内で転写され、その本文が広く流通した。そして、

その古い本文は、後に宋刊本が将来されても、それに取って代わられることなく、

後世に伝えられたのである。その好例として『白氏文集』の金沢文庫本を挙げる

ことができる。このように日本漢籍の古写本の中には、通行本とは異なる古い本

文を保持しているものがあるのである。  

本発表では、この本文の問題を考察する上で見過ごされてきた和歌の詞書など

の国文学資料、近年新たに見出された日本漢籍古写本・古筆切を取り上げ、その

研究意義を論じてみたい。  
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王昭君説話の受容と『西京雑記』  

 

田村  隆  

 

王昭君説話はさまざまな作品に取り上げられるが、その主要な一つの『西京雑

記』は漢文の教科書にもしばしば掲載される。そこからは賄賂という不正な手段

で美しく描いてもらうことなどできないと考える王昭君像が思い浮かぶが、一方

ですでに指摘される通り、『今昔物語集』や『俊頼髄脳』など日本の古典に紹介

される王昭君は、自らの容姿の美しさをたのんで絵師に賄賂を与えなかったと記

され、その印象は異なる。  

『西京雑記』は『日本国見在書目録』にその名が見えるものの伝来の詳細は明

らかでないが、本文に異同があり、たとえば『抱経堂叢書』の該当箇所には「自

恃容貌」という四字が含まれる。この点に着目しつつ、王昭君説話の日本での受

容について考察する。  
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「旧き枕故き衾誰とともにか」本文の伝播と消滅 

 

静永  健 

 

『源氏物語』葵巻にみえる標題の一句は、『金沢文庫本白氏文集』第十二巻所

収の「長恨歌」第七十二句に一致し、いわゆる〈旧鈔本〉の本文であるという認

識が、今日の学界でも徐々に定着しつつあるように思う。  

この本文がまさしく白居易の原作だと認められるのは、中国においても宋代初

期の『文苑英華』第三百四十六巻に収める「長恨歌」の本文が、この「旧枕故衾」

を正文としていることからも確かめられる。  

だが、宋代、とくに南宋以後に『白氏文集（白氏長慶集）』の全集が刊行され

始めると、そちらが決定版と見做されるため、本土中国では「旧枕故衾」の本文

は忘れ去られ、やがて「翡翠衾寒」の本文に定まっていったのである。  

ところで、このような状況の下、明代の上海で、生涯、市井の一読書人として

過ごした唐汝詢（1565-1659）は、その自編の唐詩選集『唐詩解』五十巻（万暦四

十三＝一六一五年序刊）において、奇跡的にも「旧枕故衾」の本文を守り伝えて

いる。実はこの唐汝詢は、五歳で失明し、その後はあらゆる書籍を傍らの人々の

「読み聞かせ」によって記憶したというまことに驚異の人物なのであるが、彼が

伝える「長恨歌」が何故このような旧来の本文であったのかについては、さまざ

まな興味深い考察が可能であるように思われる。ただし、この唐汝詢の書物も、

その後、清代には再び全集本『白氏文集（白氏長慶集）』の波に圧倒されてしま

うのであるが。 

このたびの私の報告は白居易の長篇詩の僅か一句の異文についての検証結果

に過ぎないが、中国と日本との間に結ばれた文芸作品の伝播のあり方などについ

て、会場にお集まりの皆さん方の活発な討議の材料の一つとなれば幸いです。  
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『千載佳句』・『和漢朗詠集』所収唐詩佳句の本文について  

 

劉  瑩  

 

平安時代の日本で編まれた『千載佳句』と『和漢朗詠集』は、所収する唐人佳

句の本文が唐詩の原文（唐代の原態）を反映すると思われる場合があり、中国古

典文学研究の資料としても価値が高い。しかし、両佳句選の本文は複雑であり、

それぞれの現存諸本には異文が多く伝わる。特に『和漢朗詠集』の平安時代の古

写本群は粘葉本系統と関戸本系統との二系統に分類され、両系統の間に異文の生

じる佳句が少なくない。例えば、白居易の著名な「香炉峯雪撥簾看」という佳句

における「撥」の字は、『千載佳句』と関戸本系統でも「撥」であるが、粘葉本

系統では「巻」になっている。『枕草子』と『源氏物語』がこの句を用いて「あ

げ」或いは「まきあげ」と言うのを「撥」字の意味の誤解と考え、また『和漢朗

詠集』の「巻」字を藤原公任あるいは書写者による改変と見ることが多いが、逆

にもともと『白氏文集』には「巻」という本文もあったとは考えられないだろう

か。  

中国に現存する唐詩刊本の本文を参照しつつ、『千載佳句』と『和漢朗詠集』

やほかの旧鈔本資料との間における本文異同の実態や、その異同が生まれた理由

について考え、平安時代における中国漢詩文の流布状況をも併せて考えてみたい。 
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「断」と「脱」―『法苑珠林』の一字  

 

今西  祐一郎  

 

『源氏物語』の終わり近く、二人の貴公子との三角関係に悩んで、比叡山の麓

に身を隠した浮舟という女性は、ついに比叡山の僧に頼んで剃髪し出家を遂げる。

手習巻のその場面では、浮舟の心境が、  

「流転三界中」など言ふにも、「断ちはててしものを」と思ひいづるもさすが

なりけり。  

と語られている。これは、浮舟の出家に際して、慣例の「流転三界中  恩愛不能

断 棄恩入無為 真実報恩者」の偈が唱えられたことを示している。また『平家

物語』でも  

「流転三界中、恩愛不能断、棄恩入無為、真実報恩者」と三反唱へ給ひ

て、つゐにそりおろし給てげり。（平家物語 巻十「維盛出家」）  

と、源氏に敗れた平家の将平維盛が、同じ偈を唱えて出家に臨む様が語られて

いる。  

仏教諸宗派では今日でも出家剃髪の際、この偈を導師が唱え出家者が復唱する。 

この偈は『法苑珠林』巻三十（百二十巻本）に、佚経の『清信士度人経』書伝

として載り、『源氏物語』の注釈等では出典として『法苑珠林』を挙げることが

多い。  

ところが『法苑珠林』では百巻本、百二十巻本ともに、この偈の第二句「恩愛

不能断」は「恩愛不能脱」となっている。『諸経要集』も同様である。  

それに対して日本の引用文献は音読、訓読を問わず、ことごとく「不能断（断

つことあたはず）」である。「脱」と「断」わずか一字ではあるが、その違いは何

に由来するのであろうか。日本における引用者の引用ミスや改変と考えるには、

日本の用例の悉くが「断」であるのが不審である。「断」の本文を持つ『諸経要

集』や『法苑珠林』は、今日見出されていない。  

しかし、『白氏文集』の宋版以後の本文とは異なった本文が、日本の金沢文庫

の旧鈔本に残されているように、中国における『法苑珠林』出版による「脱」の

本文固定以前の「断」の形が、そこに投影されているとは考えられないだろうか。

それを文献によって証することは現段階では不可能であるが、一つの可能性とし

て提示したい。  

 

 


